
　

 

今
年
産
は
、栽
培
期
間
全
体
を
通
し

て
平
年
よ
り
温
暖
な
気
候
と
な
り
ま

し
た
。し
か
し
、２
月
下
旬
〜
３
月
下

旬
に
か
け
て
は
、低
温
や
降
雨
に
よ
る

日
照
不
足
と
な
り
ま
し
た
。雌
花
や

花
粉
の
質
は
、開
花
２
〜
３
週
間
前
の

気
候
が
影
響
す
る
た
め
、３
月
中
旬

〜
下
旬
の
交
配
が
順
調
に
進
ま
な
か

っ
た
圃
場
も
見
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後

は
気
温
の
高
い
日
が
多
く
な
り
、生

育
は
平
年
よ
り
前
進
傾
向
と
な
り
ま

し
た
。一
方
で
、５
月
下
旬
頃
か
ら

は
、う
ど
ん
こ
病
が
多
く
発
生
し
、

一
部
の
圃
場
で
は
収
量
の
低
下
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

　
販
売
面
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
が
あ
っ
た

も
の
の
、他
の
果
実
類
と
競
合
が
少

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、早
め
の
量
販

店
へ
の
売
り
込
み
に
よ
り
、昨
年
に

引
き
続
き
、高
単
価
な
販
売
と
な
り

ま
し
た
。

●
病
気
の
特
徴

　
は
じ
め
は
３
〜
５
㍉
く
ら
い
の
大

き
さ
の
白
色
円
形
の
粉
状
の
カ
ビ
が

生
え
ま
す
。酷
く
な
る
と
カ
ビ
は
急

激
に
広
が
り
、葉
の
ふ
ち
か
ら
褐
変

し
、葉
が
枯
れ
ま
す
。菌
は
空
気
中
を

飛
散
し
、空
気
伝
染
し
、水
滴
が
な
く

て
も
発
病
し
ま
す（
写
真
❹
❺
）。

●
防
除
の
ポ
イ
ン
ト

　
育
苗
中
か
ら
防
除
を
行
い
、本
圃
へ

病
気
を
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。苗
を
購
入
し
た
場
合
も
、病

気
が
発
生
し
て
い
な
い
か
を
定
植
前

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ハ
ウ
ス
や
ト
ン
ネ
ル
の
換
気
を
十

分
に
行
い
、風
通
し
を
良
く
し
ま
し
ょ

う
。多
発
状
態
で
は
薬
散
の
効
果
が

上
が
り
に
く
い
た
め
、早
期
に
発
見

し
、防
除
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
耐
性
菌
を
生
じ
や
す
い
の
で
、同
系

統
の
薬
剤
を
避
け
、ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

散
布
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。薬
剤
防
除

の
際
は
、登
録
内
容
を
確
認
し
、収
穫

使
用
前
日
数
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う

（
表
❷
参
照
）。

　
昨
年
に
続
き
、春
ニ
ン
ジ
ン
で
被

害
が
あ
る
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ゾ
ウ
ム
シ
の

発
生
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。そ
の

結
果
を
ご
報
告
し
ま
す
。

●
調
査
内
容

〈
調
査
地
区
〉睦
岡
、日
向
、東
金（
２

カ
所
）、千
代
田
の
４
地
区
合
計
５

カ
所

〈
調
査
方
法
〉ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ゾ
ウ
ム
シ

は
羽
が
無
い
た
め
、歩
い
て
圃
場
に

侵
入
し
ま
す
。そ
の
性
質
を
利
用

し
て
、１
圃
場
に
つ
き
、ヒ
ョ
ウ
タ
ン

ゾ
ウ
ム
シ
の
成
虫
を
捕
獲
す
る
ト

ラ
ッ
プ（
罠
）を
４
カ
所
と
捕
獲
状

況
が
分
か
る
看
板
を
設
置
し
ま
し

た（
写
真
❶
）。

●
調
査
結
果

　
結
果
は
図
❶
の
と
お
り
で
す
。今

年
は
４
月
の
気
温
が
高
く
、調
査
期

間
を
通
し
て
昨
年
よ
り
も
捕
獲
数
が

増
加
し
ま
し
た（
総
捕
獲
数
は
昨
年

の
約
３
倍
。写
真
❷
）。ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ゾ

ウ
ム
シ
類
が
好
む
ゴ
ボ
ウ
や
落
花
生

が
前
作
で
あ
る
圃
場
や
、そ
の
よ
う

な
圃
場
が
周
辺
に
あ
る
場
合
は
、捕

獲
数
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

●
次
年
度
の
対
策

　
露
地
ト
ン
ネ
ル
栽
培
に
お
い
て

は
、被
覆
資
材
を
除
去
す
る
こ
ろ（
４

月
中
旬
〜
下
旬
）に
、圃
場
内
に
進
入

す
る
成
虫
を
対
象
に
薬
剤
散
布
す

る
と
効
果
的
で
す
。被
害
が
大
き
い

圃
場
で
は
、土
中
の
成
虫・幼
虫
を
対

象
に
灌
注
処
理
を
併
せ
て
行
い
ま
し

ょ
う（
表
❶
参
照
）。

　
今
年
は
、ニ
ン
ジ
ン
ハ
ネ
オ
レ
バ
エ

に
よ
る
食
害
が
散
見
さ
れ
ま
し
た

（
写
真
❸
）。

●
発
生
時
期
：
４
月
中
旬
ご
ろ

　
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ゾ
ウ
ム
シ
類
の
成
虫

と
同
じ
く
、ト
ン
ネ
ル
を
除
去
す
る

時
期
に
成
虫
が
飛
来・侵
入
し
、土
中

に
産
卵
し
ま
す
。孵
化
し
た
幼
虫
が

ニ
ン
ジ
ン
を
食
害
し
ま
す
。

●
対
策

　
現
在
、ニ
ン
ジ
ン
ハ
ネ
オ
レ
バ
エ
に

登
録
の
あ
る
薬
剤
は
あ
り
ま
せ
ん
。

セ
リ
科
雑
草（
セ
リ
、オ
ヤ
ブ
ジ
ラ

ミ
）を
好
む
の
で
、圃
場
周
辺
の
除
草

に
努
め
ま
し
ょ
う
。
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「営農情報メール」配信中！
作柄情報、病害虫対策、青果物概況、
イベント案内など、営農に役立つ最
新情報をお届けします。

ＪＡ山武郡市の組合
員ならどなたでも
登録できます。

令
和
３
年
産
を
振
り
返
っ
て

次
年
度
対
策（
う
ど
ん
こ
病
対
策
）

ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ゾ
ウ
ム
シ
の

発
生
状
況
調
査

ニ
ン
ジ
ン
ハ
ネ
オ
レ
バ
エ
対
策
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写真❶　
ヒョウタンゾウムシ捕獲調査看板

写真❺ スイカのうどんこ病
(葉の枯れあがり）

写真❹　スイカのうどんこ病
写真❷　
捕獲されたヒョウタンゾウムシの成虫

写真❸　
ニンジンハネオレバエの
幼虫による食害痕

9月の分析経過について
合計4点

土壌診断点数 …… 合計46点

※残留農薬分析において、基準値を上回る成分は
検出されませんでした。

抑制トマト
抑制キュウリ
秋冬ネギ
ダイコン
越冬ナス
ニラ

2点
1点
1点
1点
1点
1点

（インショップ）

表❶　ヒョウタンゾウムシの防除薬剤

表❷　スイカのうどんこ病に登録のある薬剤 図❶　ヒョウタンゾウムシ発生頭数の推移

防除時期

薬剤例

４月中旬～４月下旬
コテツフロアブル

2000倍

前日まで　２回以内

スタークル顆粒水溶剤

400倍　0.4Ｌ／㎡（灌注）

21日前まで　１回

４月下旬～５月上旬

※スタークル顆粒水溶剤は、トビイロヒョウタンゾウムシで登録あり。

※睦岡、芝山地区では捕獲なし

日向地区では3/29～
4/5の捕獲数が

40頭以上となりました。

薬剤名
アフェットフロアブル
シグナムWDG

ショウチノスケフロアブル
パレード20フロアブル

希釈倍率
2000倍

1500～ 2000倍
2000倍

2000～ 4000倍
トリフミン水和剤
ベルクートフロアブル

3000～ 5000倍
1000倍

使用時期
収穫前日まで
収穫前日まで
収穫前日まで
収穫前日まで
収穫前日まで
収穫前日まで

使用回数
３回以内
3回以内
2回以内
３回以内
5回以内
4回以内

予防
○
○
○
○
○
○

治療

○
○
○
○
○

農 作 業

テクニカル ダイアリー

残
留
農
薬
分
析
点
数

多
成
分
一
斉
分
析

20
18
16
14
12
10
8
6
4
2
0

（頭）

3月
22
日

3月
29
日
4月
5日

4月
12
日

4月
19
日

4月
26
日
5月
3日

5月
10
日

5月
17
日

5月
24
日

日向東金②東金①




